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※ 次回の「弘法さん」縁日は令和６年１０月２３日 (水 ) です。

   

九
月
に
な
り
ま
し
た
。
朝
晩
は
冷
え
込
む

日
も
出
て
き
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。

   

一
昨
年
か
ら
「
尾
張
名
古
屋
・
歴
史
街

道
を
行
く
ー
社
寺
城
郭
・
幕
末
史
—
」
を

お
送
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
名
古
屋
城

と
名
古
屋
城
下
町
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
東
照
宮
・
那
古
野
神
社
・
若
宮
八

幡
に
つ
い
て
で
す
。

★
三
之
丸
東
照
宮

   

豊
臣
氏
の
滅
亡
を
見
届
け
た
徳
川
家
康

は
、
一
六
一
六
年
、
駿
府
城
で
他
界
。
家

康
の
遺
言
に
従
っ
て
幕
府
は
久
能
山
に
東

照
宮
を
創
建
。
朝
廷
は
東
照
宮
に
「
東
照

大
権
現
」
の
神
号
を
宣
下
し
、
家
康
は
神

格
化
さ
れ
ま
し
た
。
翌
一
六
一
七
年
、
幕

府
は
日
光
に
東
照
宮
を
創
建
。

   

そ
の
後
、
各
地
の
徳
川
・
松
平
一
門
が

東
照
宮
を
創
建
。
三
代
将
軍
家
光
が
諸
大

名
に
造
営
を
勧
奨
し
、
譜
代
大
名
や
徳
川

家
と
縁
戚
関
係
の
あ
る
外
様
大
名
も
競
っ

て
東
照
宮
を
造
営
。
全
国
の
東
照
宮
は
大

小
合
わ
せ
て
約
七
百
社
に
及
び
ま
し
た
。

   

尾
張
藩
の
藩
祖
義
直
は
、
父
家
康
の
三

回
忌
で
あ
る
一
六
一
八
年
に
大
祭
を
行
い
、

翌
一
六
一
九
年
、
南
天
坊
天
海
を
導
師
と

し
て
、
名
古
屋
城
三
之
丸
の
亀
尾
天
王
社

（
那
古
野
神
社
）
の
西
隣
に
家
康
の
神
像

を
祀
る
東
照
宮
を
造
営
し
ま
し
た
。
三
之

丸
東
照
宮
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

   

本
殿
は
権
現
造
で
楼
門
、
唐
門
、
渡
殿
、

祭
文
殿
等
が
あ
り
、
社
殿
は
極
彩
色
で
飾

ら
れ
、
全
国
の
東
照
宮
の
中
で
最
も
華
麗

で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
社
領
の
広
さ

は
三
千
六
百
坪
に
及
び
ま
し
た
。
毎
年
四

月
の
祭
礼
に
は
近
隣
の
町
か
ら
山
車
が
出

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

   

現
在
の
社
殿
は
義
直
夫
人
の
高
原
院

（
春
姫
）
霊
廟
と
し
て
一
六
五
一
年
に
万

松
寺
内
に
建
て
ら
れ
た
も
の
が
、
建
中
寺

に
移
築
さ
れ
た
後
、
さ
ら
に
東
照
宮
に
移

さ
れ
た
も
の
で
す
。

★
遷
座
不
可
の
那
古
野
神
社

   

東
照
宮
東
隣
の
亀
尾
天
王
社
は
那
古
野

神
社
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、

創
始
は
九
一
一
年
と
古
く
、
祭
神
は
素
戔

嗚
尊
で
す
。

   

醍
醐
天
皇
の
勅
命
で
八
王
子
社
や
若
宮

八
幡
社
の
隣
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
津
島

牛
頭
天
王
社
（
津
島
神
社
）
を
総
本
社
と

す
る
天
王
社
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
創
始
当

時
の
祭
神
は
牛
頭
天
王
で
し
た
。

   

一
五
三
二
年
、
織
田
信
秀
が
今
川
氏
豊

か
ら
那
古
野
城
を
奪
う
際
の
合
戦
で
社
殿

を
焼
失
し
ま
し
た
が
、
一
五
四
〇
年
、
信

秀
が
再
建
し
ま
し
た
。

   

一
五
九
五
年
に
は
、
豊
臣
秀
吉
が
社
領

を
寄
進
し
て
い
ま
す
。

   

一
六
一
〇
年
、
家
康
が
那
古
野
城
址
に

名
古
屋
城
築
城
を
下
命
。
縄
張
り
の
結
果
、

八
王
子
社
、
若
宮
八
幡
社
と
と
も
に
、
那

古
野
神
社
も
城
内
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と

と
な
り
、
家
康
は
そ
の
扱
い
に
つ
い
て
御

神
籤
で
神
意
を
拝
伺
し
ま
す
。
す
る
と
那

古
野
神
社
は
遷
座
不
可
と
の
神
意
が
示
さ

れ
た
た
め
、
止
め
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

   

結
果
と
し
て
、
那
古
野
神
社
は
二
之
丸

大
手
門
正
面
、
三
之
丸
に
鎮
座
す
る
こ
と

と
な
り
、
名
古
屋
城
と
城
下
町
の
総
鎮
守

と
し
て
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。　

後
に
境
内

に
別
当
寺
で
あ
る
亀
尾
山
安
養
寺
（
天
王

坊
）
も
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

   

那
古
野
神
社
の
祭
り
は
、
京
都
八
坂
神

社
祇
園
祭
、
津
島
神
社
天
王
祭
と
同
様
に
、

疫
病
と
厄
難
除
け
の
天
王
信
仰
の
祭
り
で

あ
り
、
江
戸
時
代
後
期
の
最
盛
期
に
は
二

台
の
車
楽
（
だ
ん
じ
り
）
と
十
六
台
の
見

舞
車
、
合
計
十
八
台
の
山
車
が
曳
き
だ
さ

れ
る
名
古
屋
城
下
町
自
慢
の
祭
礼
と
し
て

親
し
ま
れ
ま
し
た
。

★
「
芸
処
名
古
屋
」
の
中
心
、
若
宮
八
幡
宮

   

一
方
、
大
須
の
北
側
に
移
転
さ
せ
ら
れ

た
若
宮
八
幡
宮
の
創
始
は
、
八
世
紀
初
め

の
文
武
天
皇
の
時
代
に
遡
り
ま
す
。

   

那
古
野
神
社
と
同
様
に
一
五
三
二
年
、

織
田
信
秀
の
那
古
野
城
攻
め
の
際
に
社
殿

を
焼
失
し
、
一
五
三
九
年
に
信
秀
が
再
建

し
ま
し
た
。
後
に
や
は
り
豊
臣
秀
吉
も
社

領
を
寄
進
し
、
一
六
一
〇
年
、
名
古
屋
城

築
城
の
際
に
移
転
し
ま
し
た
。

   

江
戸
時
代
に
は
、
境
内
に
常
設
の
芝
居

小
屋
が
架
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
芸

処
名
古
屋
」
の
中
心
地
と
な
り
ま
す
。

   

若
宮
八
幡
宮
の
若
宮
祭
り
は
、
東
照
宮

祭
り
、
天
王
祭
り
（
那
古
野
祭
り
）
と
と

も
に
名
古
屋
三
大
祭
り
と
呼
ば
れ
、
若
宮

八
幡
宮
か
ら
那
古
野
神
社
へ
の
神
輿
神
幸

は
七
台
の
山
車
が
行
進
す
る
壮
麗
な
も
の

で
し
た
。

   

若
宮
八
幡
宮
の
若
宮
祭
り
と
那
古
野
神

社
の
天
王
祭
は
同
じ
日
に
催
さ
れ
、
祇
園

祭
と
総
称
さ
れ
ま
し
た
。

★
古
代
海
岸
線
の
洲
崎
神
社

   

若
宮
八
幡
宮
を
西
進
し
、
堀
川
近
く
ま

で
行
く
と
洲
崎
神
社
が
あ
り
ま
す
。
古
代
、

こ
の
地
に
海
岸
線
と
入
江
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
洲
崎
と
い
う
地
名
が
生
ま
れ
、
地
神

（
石
神
）
が
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

   

広
大
な
社
地
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
が
、

名
古
屋
城
築
城
に
伴
っ
て
社
地
内
に
武
家

屋
敷
が
建
て
ら
れ
、
境
内
も
堀
川
開
削
に

か
か
る
な
ど
、
そ
の
姿
は
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。

   

広
井
天
王
、
牛
頭
天
王
と
も
呼
ば
れ
、

江
戸
時
代
の
洲
崎
の
天
王
祭
は
東
照
宮
の

時
代
祭
と
並
ぶ
二
大
祭
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

   

洲
崎
神
社
で
は
五
色
の
鈴
が
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。
藩
祖
義
直
が
城
下
の
疫
病
退

散
を
祈
願
し
て
五
鈴
を
奉
納
し
た
こ
と
に

由
来
す
る
そ
う
で
す
。

   

洲
崎
神
社
近
く
の
堀
川
沿
い
に
は
尾
張

藩
の
船
奉
行
を
務
め
た
千
賀
氏
の
屋
敷
が

あ
り
、
そ
の
周
辺
に
は
水
夫
た
ち
の
家
が

集
ま
り
、
水
主
（
か
こ
）
町
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

★
大
須
観
音
・
万
松
寺
・
東
西
別
院

   

名
古
屋
城
下
町
は
寺
社
仏
閣
に
は
事
欠

き
ま
せ
ん
。
来
月
は
大
須
観
音
・
万
松

寺
・
東
西
別
院
な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。
乞
ご
期
待
。


